
物
価
高
騰
の
影
響
は
大

き
く
、
生
活
給
と
し
て

も
重
要
な
年
末
手
当
の

確
保
は
不
可
欠
！

苦
境
を
耐
え
忍
ぶ
組
合

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

維
持
の
た
め
に
誠
意
あ

る
回
答
を
求
め
る
!!

Ｊ
Ｒ
四
国
と
の
年
末
手
当

交
渉
は
、
11
月
４
日
に
１
回

目
の
交
渉
を
行
い
、
次
の
と

お
り
要
求
の
主
旨
を
説
明
す

る
と
と
も
に
、
出
席
し
た
交

渉
委
員
よ
り
組
合
員
の
想
い
、

年
末
手
当
確
保
の
必
要
性
を

熱
く
訴
え
た
。

《
要
求
主
旨
》

経
営
環
境
は
、
長
引
く
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
厳
し

い
状
況
が
続
く
が
、
今
年
度

に
入
っ
て
以
降
、
政
府
に
よ

る
行
動
制
限
は
な
く
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
の
生
活
の
定
着
も

相
ま
っ
て
多
客
期
間
を
中
心

に
多
く
の
お
客
様
に
ご
利
用

い
た
だ
い
た
。
変
異
株
に
対

応
し
た
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接

種
や
治
療
薬
の
開
発
、
全
国

旅
行
支
援
に
よ
る
人
流
拡
大

に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。

こ
の
間
、
組
合
員
は
「
安

全･

安
定
輸
送
」
を
第
一
義

に
責
任
感
と
使
命
感
を
持
っ

て
各
職
場
で
奮
闘
し
、
第
７

波
に
よ
る
感
染
拡
大
の
最
中

で
も
超
勤
や
勤
務
変
更
等
で

乗
り
切
っ
た
。
経
費
節
減
及

び
業
務
の
効
率
化
、
収
入
確

保
に
向
け
た
営
業
施
策
に
も

協
力
し
、
物
価
の
上
昇
が
家

計
を
直
撃
す
る
中
で
も
、
会

社
の
現
状
を
理
解
し
現
下
の

状
況
を
耐
え
忍
ん
で
い
る
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
中
長
期

計
画
の
達
成
に
向
け
、
労
使

一
丸
と
な
っ
て
支
援
策
の
最

大
限
の
活
用
と
経
営
自
立
に

む
け
た
各
種
施
策
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
労
働
組
合
の

立
場
か
ら
も
「
私
た
ち
が
考

え
る
『
持
続
可
能
な
Ｊ
Ｒ
四

国
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
人
財

確
保
』
」(

素
案)

を
提
起
し
、

将
来
展
望
を
切
り
拓
く
べ
く

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
の
社
会
的
使
命
を

果
た
し
続
け
る
た
め
に
は
、

組
合
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

維
持
・
高
揚
が
必
要
で
あ
り
、

生
活
給
と
し
て
も
重
要
な
年

末
手
当
の
確
保
は
不
可
欠
。

誠
意
あ
る
回
答
を
求
め
る
。

《
１
回
目
交
渉
》

交
渉
委
員
よ
り
組
合
員
の

想
い
を
熱
く
訴
え
た
。

◆
収
入
や
ご
利
用
状
況
は
コ

ロ
ナ
禍
前
に
は
及
ば
ず
厳
し

い
状
況
が
続
く
が
、
組
合
員

は
昨
年
度
よ
り
改
善
し
た
状

況
を
最
前
線
で
感
じ
て
お
り
、

年
末
手
当
へ
の
期
待
は
非
常

に
高
い
。

◆
物
価
高
騰
の
影
響
は
大
き

く
、
食
費
や
日
用
品
購
入
の

都
度
負
担
の
増
大
を
実
感
す

る
。
生
活
費
の
補
填
や
ロ
ー

ン
の
返
済
に
も
充
て
ら
れ
る

年
末
手
当
の
確
保
は
、
組
合

員
の
生
活
を
守
る
た
め
に
も

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

◆
離
職
を
考
え
る
組
合
員
を

つ
な
ぎ
と
め
る
た
め
に
も
、

「
人
へ
の
投
資
」
は
重
要
。

◆
組
合
員
は
異
動
を
伴
う
会

社
施
策
に
も
協
力
し
て
き
た
。

会
社
の
厳
し
い
状
況
を
理
解

し
今
後
の
施
策
に
向
き
合
う

に
は
、
こ
の
間
の
組
合
員
の

努
力
に
応
え
る
べ
き
。

◆
エ
キ
ス
パ
ー
ト
社
員
の
貢

献
度
を
勘
案
し
、
係
数
は
撤

廃
す
べ
き
。
最
低
で
も
係
数

０
．
６
の
特
例
措
置
は
継
続

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◆
デ
ジ
タ
ル
推
進
に
よ
る
効

率
化
施
策
実
施
の
重
要
性
は

認
識
す
る
が
、
人
と
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図

れ
る
社
内
の
雰
囲
気
や
職
場

風
土
作
り
も
必
要
だ
。

（
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
ニ
ュ
ー
ス
№
10
を
参
照
）

組
合
員
の
生
活
と
、
今

後
の
反
転
攻
勢
に
不
可

欠
な
『
人
へ
の
投
資
』

を
強
く
要
求
!!

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス

と
の
年
末
賞
与
交
渉
は
、
11

月
２
日
に
１
回
目
の
交
渉
を

行
い
、
要
求
の
主
旨
説
明
及

び
会
社
と
議
論
を
行
っ
た
。

《
要
求
主
旨
》

経
営
環
境
は
、
長
引
く
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
深
刻
な
危
機

の
渦
中
に
あ
る
。
回
復
基
調

に
あ
る
と
は
い
え
、
コ
ロ
ナ

前
に
は
遠
く
及
ば
ず
今
後
の

需
要
動
向
も
先
行
き
が
見
通

せ
な
い
。
燃
油
価
格
の
高
騰
、

物
価
上
昇
に
よ
る
影
響
も
大

き
い
。
４
期
ぶ
り
の
黒
字
決

算
を
目
指
す
事
業
計
画
の
達

成
も
厳
し
い
と
認
識
す
る
。

し
か
し
、
組
合
員
は
家
族

や
家
計
に
影
響
が
及
ぼ
う
と

も
、
公
共
交
通
機
関
の
担
い

手
と
し
て
の
矜
持
を
持
ち
、

安
全
・
安
心
輸
送
を
第
一
義

に
業
務
に
励
み
、
在
籍
出
向

に
も
応
じ
て
き
た
。
こ
の
間

累
積
し
た
家
計
へ
の
ダ
メ
ー

ジ
に
加
え
、
物
価
上
昇
が
生

活
を
苦
し
め
て
い
る
。
生
活

給
と
し
て
重
要
な
年
末
賞
与

の
確
保
が
組
合
員
と
そ
の
家

族
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

10
月
以
降
、
全
国
旅
行
支

援
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る

観
光
需
要
の
回
復
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
浸
透
な
ど
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の

定
着
に
よ
る
バ
ス
需
要
回
復

を
追
い
風
に
、
事
業
計
画
の

達
成
に
向
け
て
労
使
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
現
場
で
働
く
組

合
員
は
一
定
の
需
要
回
復
を

実
感
し
て
お
り
、
強
い
期
待

感
が
生
ま
れ
て
い
る
。
反
転

攻
勢
に
向
け
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
維
持
・
高
揚
を
図
る
た

め
に
は
、
年
末
賞
与
が
今
ま

で
以
上
に
重
要
と
な
る
。
年

度
初
か
ら
の
回
復
基
調
も
こ

こ
で
ギ
ア
が
一
段
上
が
っ
た

と
認
識
し
て
お
り
、
こ
う
し

た
事
情
を
踏
ま
え
れ
ば
、
１
．

２
ヶ
月
と
い
う
要
求
月
数
も

決
し
て
無
理
な
も
の
で
は
な

い
。
会
社
を
信
じ
、
会
社
の

た
め
に
尽
力
し
て
き
た
組
合

員
に
報
い
、
想
い
に
応
え
、

会
社
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ

な
げ
る
べ
く
、
誠
意
あ
る
回

答
を
求
め
る
。

《
１
回
目
交
渉
》

次
の
点
を
会
社
に
強
く
訴

え
か
け
た
。

◆
会
社
が
こ
こ
ま
で
踏
み
止

ま
っ
て
き
た
の
は
経
営
努
力

も
あ
る
が
、
組
合
員
の
奮
闘

あ
れ
ば
こ
そ
。
今
後
の
会
社

施
策
に
も
真
摯
に
向
き
合
っ

て
い
く
。

◆
蓄
積
し
た
家
計
へ
の
ダ
メ
ー

ジ
を
考
え
れ
ば
１
．
２
ヵ
月

は
組
合
員
の
生
活
を
守
る
た

め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

◆
最
優
先
事
項
で
あ
る
安
全

の
観
点
か
ら
も
、
組
合
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・

高
揚
は
重
要
だ
。

◆
事
業
計
画
達
成
に
労
使
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ
く
、

苦
し
い
な
が
ら
も
施
策
に
協

力
す
る
組
合
員
へ
明
る
い
話

題
が
必
要
で
あ
る
。

（
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
自
動
車
ニ
ュ
ー
ス
№
３
、

４
を
参
照
）

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
10
月
12
日
に
申
第
６
号
・
申
第
７
号
・
申
第
８
号
・
申
第
９
号
・
申
第
10
号
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ

四
国
・
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
に
対
し
年
末
手
当
並
び
に
年
末
賞
与
の
申
し
入
れ
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
第
１
回
目

の
団
体
交
渉
を
開
催
し
た
。

鉄
道
・
バ
ス
と
も
に
依
然
と
し
て
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
燃
油
価
格
の
高
騰
や
物
価
の
上
昇
等
も
重

な
り
、
経
営
環
境
は
厳
し
い
状
況
が
続
く
一
方
、
政
府
に
よ
る
行
動
制
限
は
な
く
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
生
活
の
定
着

も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
前
に
は
及
ば
ず
と
も
お
客
様
の
ご
利
用
は
増
え
、
全
国
旅
行
支
援
に
よ
る
人
流
拡
大
、
ワ
ク
チ
ン

の
追
加
接
種
や
治
療
薬
の
開
発
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
。
こ
の
間
公
共
交
通
機
関
の
担
い
手
と
し
て
安
全
・

安
定
・
安
心
輸
送
を
第
一
義
に
業
務
に
奮
闘
し
て
き
た
組
合
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
・
高
揚
の
た
め
、
生
活
給

と
し
て
も
重
要
な
年
末
手
当
・
賞
与
の
確
保
に
向
け
て
、
会
社
に
対
し
誠
意
あ
る
回
答
を
求
め
た
。

要 求 内 容 （ 要 旨 ）

【ＪＲ四国 】
◆ 申第６号「２０２２年度年末手当の要求について」
（1）要求額 基準内賃金の１.８ヵ月分
（2）支払日 ２０２２年１２月７日(水)
◆ 申第７号「２０２２年度準組合員（エキスパート社員）

の年末一時金の要求について」
（1）基礎額 基本賃金及び高年齢調整手当の

合計額に２.２を乗じた額
（2）支払日 ２０２２年１２月７日(水)
◆ 申第８号「２０２２年度準組合員（契約社員）の

年末一時金の要求について」
（1）パートナー社員(月給・日給適用者)の要求額

（2）支払日 ２０２２年１２月７日(水)

調査期間内の
勤務日数

四国地区 大阪地区
列車
乗務員

アテン
ダント

65日以上
120日未満

64,000円 78,000円 70,000円 70,000円

120日以上 128,000円 156,000円 140,000円 140,000円

【ジェイアール四国バス 】
◆ 申第９号「２０２２年度年末賞与の要求について」
（1）要求額 基本給額の１.２ヵ月分
（2）支払日 ２０２２年１２月７日(水)
◆ 申第10号「２０２２年度準組合員（契約社員）の

年末賞与の要求について」
（1）パートナー社員（定年退職再雇用者）

基準額 契約基本賃金の１．２ヵ月分
（2）パートナー社員（月給・日給適用者）

基準額

（3）サポーター社員（時給適用者）
基準額

（4）支払日 ２０２２年１２月７日(水)

調査期間内の
勤務日数

運転係
構内・
デスク等

営業係

65日以上
120日未満

85,000円 76,000円 68,000円

120日以上 170,000円 152,000円 136,000円

調査期間内の労働時間 支給額

240時間以上350時間未満 56,000円

350時間以上450時間未満 62,000円

450時間以上550時間未満 68,000円

550時間以上650時間未満 74,000円

650時間以上750時間未満 80,000円

750時間以上850時間未満 86,000円

850時間以上950時間未満 92,000円

950時間以上 98,000円

年
末
手
当
・
賞
与
交
渉
ス
タ
ー
ト
！

Ｊ
Ｒ
四
国

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

四
国
バ
ス

大谷　 清
石川 敏也
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本
部
は
、
入
社
５
年
以

内
の
青
女
組
合
員
を
対
象

と
す
る
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー

ル
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー

ス
」
を
ホ
テ
ル
ア
ネ
シ
ス
瀬

戸
大
橋
に
て
開
催
し
た
。

今
年
度
も
日
帰
り
で
２
回

に
分
け
て
開
催
。
10
月
13

日(
木)
の
第
33
回
に
は
24
名
、

10
月
15
日(

土)

の
第
34
回
に

は
23
名
が
集
ま
り
、
新
入
組

合
員
も
多
数
参
加
し
た
。

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
大
谷
執
行
委
員
長
が
挨
拶
。

自
身
の
こ
れ
ま
で
の
経
歴
や

そ
こ
で
得
た
経
験
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
労
働
組
合
が

存
在
し
、
そ
こ
に
加
入
す
る

こ
と
の
意
義
や
組
合
が
あ
る

か
ら
こ
そ
取
り
組
め
て
き
た

こ
と
を
分
か
り
や
す
く
レ
ク

チ
ャ
ー
し
た
。
そ
の
後
講
義

と
し
て
、
教
育
部
長
で
あ
る

中
野
執
行
委
員
よ
り
「
労
働

組
合
の
基
本
」
と
「
組
織
の

強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
」

に
つ
い
て
、
武
智
副
執
行
委

員
長
よ
り
「
安
全
・
安
定
輸

送
確
立
の
取
り
組
み
」
や

「
労
使
間
ル
ー
ル
」
に
つ
い

て
丁
寧
に
説
明
。
石
川
執
行

委
員
か
ら
働
く
者
の
立
場
か

ら
提
起
し
た
「
私
た
ち
が
考

え
る
『
持
続
可
能
な
Ｊ
Ｒ
四

国
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
人
財

確
保
』
」(

素
案)

の
説
明
や

交
運
共
済
、
四
国
労
働
金
庫

か
ら
の
講
義
を
受
け
、
参
加

者
は
労
働
組
合
の
存
在
意
義

や
活
動
内
容
に
つ
い
て
基
礎

知
識
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
へ
の
理
解
を
深

め
た
。

各
日
程
に
は
本
部
青
年
女

性
会
議
の
常
任
委
員
も
４
名

ず
つ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加

し
、
講
義
終
了
後
に
本
部
青

女
主
催
「
交
流
会
」
を
実
施
。

参
加
者
を
４
つ
の
チ
ー
ム
に

分
け
た
後
、
緊
張
を
ほ
ぐ
す

た
め
の
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
と

し
て
「
他
己
紹
介
」
を
行
っ

た
。
出
身
地
や
趣
味
な
ど
で

意
外
な
共
通
点
が
見
つ
か
り

距
離
感
が
近
く
な
っ
た
後
は
、

チ
ー
ム
対
抗
の
ク
イ
ズ
大
会

「
ア
タ
ッ
ク
25
」
を
開
催
。

本
部
青
女
常
任
委
員
が
考
え

た
Ｊ
Ｒ
四
国
や
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
、
四
国
４
県
に
関
す
る
問

題
が
出
題
さ
れ
、
チ
ー
ム
で

力
を
合
わ
せ
つ
つ
挑
戦
し
、

懇
親
を
深
め
た
。

閉
講
後
に
感
染
対
策
を
施

し
な
が
ら
開
催
し
た
夕
食
交

流
会
で
は
、
仕
事
か
ら
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ま
で
、
参
加
者
同

士
会
話
が
弾
ん
だ
。
研
修
以

来
久
し
ぶ
り
に
会
う
同
期
や

日
頃
あ
ま
り
接
点
の
な
か
っ

た
様
々
な
職
場
の
組
合
員
と

の
親
睦
を
図
る
こ
と
が
で
き
、

有
意
義
な
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー

ル
と
な
っ
た
。

本
部
主
催
第
32
回
ゴ
ル

フ
大
会
は
、
朝
夕
の
涼
し
さ

が
増
す
10
月
17
日(

月)

、

「
高
松
ゴ
ー
ル
ド
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
」
（
香
川
県
綾
歌
郡

綾
川
町
）
に
お
い
て
、
四
国

各
地
か
ら
集
ま
っ
た
ゴ
ル
フ

好
き
の
組
合
員
66
名
参
加
の

も
と
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
朝
か
ら
小
雨
が
降

る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
っ

た
が
、
参
加
者
の
熱
気
の
お

か
げ
か
終
盤
は
雨
も
上
が
り
、

全
員
が
無
事
怪
我
な
く
ホ
ー

ル
ア
ウ
ト
。

表
彰
式
で
は
、
お
互
い
の

プ
レ
ー
や
成
績
な
ど
ゴ
ル
フ

談
義
に
花
が
咲
き
、
サ
ー
ク

ル
活
動
を
通
じ
て
親
睦
と
団

結
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識

し
た
大
会
と
な
っ
た
。

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お

り
。

優

勝

北
條

義
久
さ
ん

（
徳
島
運
転
所
分
会
）

グ
ロ
ス
90

ネ
ッ
ト
69
．
６

準
優
勝

喜
多

義
典
さ
ん

（
高
知
運
転
所
分
会
）

グ
ロ
ス
89

ネ
ッ
ト
71
．
０

３

位

池
原

匡
哉
さ
ん

（
多
度
津
運
転
区
分
会
）

グ
ロ
ス
98

ネ
ッ
ト
72
．
８

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

鍋
島

寛
之
さ
ん

（
高
知
自
動
車
分
会
）

グ
ロ
ス
77

※
順
位
は
ネ
ッ
ト
順

同
ネ
ッ
ト
の
場
合
、
①
年
齢
、

②
ハ
ン
デ
ィ
、
③
グ
ロ
ス
で

順
位
決
定

10
月
22
日
（
土
）
11
時
15

分
よ
り
、
本
部
１
階
会
議
室

に
て
第
４
回
本
部
執
行
委
員

会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

（
団
交
）

・
総
合
労
働
協
約
改
訂
等
に

つ
い
て
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
業
務
）

・
予
土
線
・
江
川
崎
～
半
家

駅
間
に
お
け
る
脱
線
事
故

の
発
生
に
つ
い
て

・
本
四
備
讃
線
児
島
～
宇
多

津
駅
間
下
り
線
で
発
生
し

た
「
レ
ー
ル
損
傷
」
に
つ

い
て

（
組
織
）

・
退
職
者
連
絡
会
総
会

（
青
女
）

・
支
部
青
女
定
期
委
員
会

（
本
社
、
徳
島
、
愛
媛
、

自
動
車
、
香
川
、
高
知
）

（
調
査
）

・
Ｊ
Ｒ
連
合
第
29
回
賃
金
実

態
調
査
の
回
収
結
果
に
つ

い
て

（
教
育
）

・
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

（
レ
ク
）

・
第
32
回
ゴ
ル
フ
大
会

（
共
闘
）

・
中
央
交
運
労
協
定
期
総
会
・

地
方
代
表
者
会
議

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
青
年
・
女
性
委
員
会
定
期

総
会

・
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
拡

大
幹
事
会

・
30
周
年
事
業
企
画
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
結
成
30
周
年
記

念
行
事
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

記
念
式
典
）

・
自
動
車
連
絡
会
総
会

・
労
働
政
策
委
員
会

・
新
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ

ン
検
討
Ｐ
Ｔ

（
そ
の
他
）

・
自
動
車
運
転
者
の
労
働
時

間
等
の
改
善
基
準
の
在
り

方
に
つ
い
て

【
議
事
】

①
高
知
県
議
会
選
挙
及
び
高

知
市
議
会
選
挙
に
お
け
る

推
薦
候
補
者
の
承
認
に
つ

い
て

②
総
合
労
働
協
約
改
訂
の
妥

結
承
認
に
つ
い
て

③
２
０
２
２
年
度
「
準
組
合

員
（
再
雇
用
契
約
社
員
・

契
約
社
員
）
賃
金
引
き
上

げ
」
の
妥
結
承
認
に
つ
い

て

④
２
０
２
２
年
度
年
末
手
当
・

年
末
賞
与
要
求
書
の
提
出

に
つ
い
て

⑤
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
係
労
働
者
に

お
け
る
賃
金
・
労
働
条
件

実
態
調
査
の
実
施
に
つ
い

て
⑥
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
ユ
ー

ス
コ
ー
ス
」
の
開
催
に
つ

い
て

⑦
第
29
回
レ
デ
ィ
ー
ス
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
開
催
に
つ
い

て
⑧
第
１
回
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会

の
開
催
に
つ
い
て

⑨
「
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
労

組
連
合
会
第
28
回
定
期
大

会
」
の
開
催
に
つ
い
て

⑩
「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え

る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
総

会
の
開
催
に
つ
い
て

⑪
Ｊ
Ｒ
連
合
地
方
議
員
団
連

絡
会
総
会
の
開
催
に
つ
い

て
⑫
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑬
そ
の
他

第
４
回

本
部
執
行
委
員
会
開
催

北
條

義
久
さ
ん

(

徳
島
運
転
所
分
会)

が
優
勝
!!

10
月
21
日
（
金
）
13
時

30
分
よ
り
、
高
松
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
会
議
室
に
て
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
退
職
者
連
絡
会
第

17
回
総
会
が
開
催
さ
れ
、

清
水
会
長
を
は
じ
め
四
国

各
地
よ
り
役
員
８
名
、
委

員
７
名
が
出
席
。
来
賓
と

し
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
退
職
者

連
絡
会
中
山
事
務
局
長
、

交
運
共
済
四
国
事
業
本
部

浅
岡
本
部
長
ら
を
迎
え
た
。

総
会
で
は
事
務
局
か
ら
、

一
般
経
過
報
告
、
会
計
報

告
、
会
計
監
査
報
告
、
活

動
方
針
（
案
）
及
び
予
算

（
案
）
の
提
起
を
受
け
、

満
場
一
致
で
全
て
の
議
事

が
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て

行
わ
れ
た
役
員
改
選
で
は
、

清
水
会
長
、
石
川
副
会
長
、

真
辺
副
会
長
、
友
成
事
務

局
長
の
三
役
を
再
任
。
新

た
に
中
川
幹
事
、
嶋
田
会

計
監
査
を
選
出
し
、
新
体

制
が
発
足
し
た
。

退
職
者
連
絡
会
第
17
回
総
会
開
催

講義に聞き入る参加者

交流会では笑顔が溢れた

清水和博会長を再任

ゴルフ好きの組合員が香川県に集合！

優勝した北條さん(左)

ナイスショット!

「レディースミーティング」
参加者大募集！

男女平等参画推進の取り組みとして、
女性組合員・準組合員を対象とした
「レディースミーティング」を開催し
ます！ぜひご参加ください！

日時 12月14日(水)10:30～14:30頃
場所 ホテルアネシス瀬戸大橋

※詳細はＪＲ四国労組発第32号及びＪＲ四

国労組ＨＰよりプラスアルファNo384を参照

交運共済のこくみん共済coopへの
契約移転について

交
運
共
済
は
、
総
合
共
済
を
除
く
各
共
済
制

度
に
つ
い
て
、
来
年
７
月
に
こ
く
み
ん
共
済
ｃ

ｏ
ｏ
ｐ
に
契
約
移
転
を
行
い
ま
す
。
加
入
さ
れ

て
い
る
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
交
運
共
済
の
契

約
を
解
約
し
、
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
の
共

済
制
度
に
新
規
加
入
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
「
移
転
申
込
書
兼
解
約
届
」
等
の
案

内
書
面
が
ご
自
宅
に
届
き
ま
す
の
で
、
必
ず
開

封
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
期
限
内
に
返

送
を
お
願
い
し
ま
す
。
団
体
と
し
て
の
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
割
安
な
掛
金
で
保
障

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
全
員
の
契
約
移
転
に
向
け

て
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

移
転
申
込
書
兼
解
約
届

発
送
日

２
０
２
３
年
１
月
10
日(

火)

提
出
期
限

２
０
２
３
年
３
月
３
日(

金)

必
着

ユニオンスクール「ユースコース」
を開講します！

【愛媛支部】
12月３日(土) 13:30～
松山駅３階会議室にて

【高知支部】
12月４日(日) 13:30～
高知統合事務所３階会議室にて

【徳島支部】
12月10日(土) 13:30～
JR徳島駅駐車場１階会議室にて

【香川・本社支部】
12月17日(土) 13:30～
香川県立ミュージアムにて

【自動車支部】
各県開催場所にて

※詳細はJR四国労組発31号を参照

「
連
合

愛
の
カ
ン
パ
」
に
ご
協
力
を
！

「
連
合
・
愛
の
カ
ン
パ
」
は
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団

体
等
へ
の
支
援
及
び
自
然
災
害
等
に
よ
る
被
災
者
に
対
す
る
救
援
・
支
援
を
目
的
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
要
請
し
ま
す
。

◎
期
間

12
月
15
日(

木)

ま
で

◎
目
標

１
人
30
円
以
上

有意義な時間を過ごした第33回(右)、第34回(左)の参加者
各議題について熱心に議論


